
 

南紀白浜コミュニティ放送 

平成１９年１１月期 番組審議会の報告 

 

  放送事業者は、放送番組の適正化を図るために定期的に番組を審議する番組審議会を 

行うことが、「放送法」で定められています。 

ＦＭビ－チステ－ションでも、白浜町在住９名の委員によって委員会を開催しています。 

平成１９年１１月２８日に開催されました番組審議会内容の一部をご報告します。 

 

・事務局 皆様には､公私とも大変お忙しい中、ご出席を賜りまして誠に有難うございます。

本日は 2 名の審議委員さんから欠席の届けが出ています。大江委員、森委員が

まだお見えになっていませんが、お時間がまいりましたので始めさせて頂きます。

それでは今日お聴き頂く番組は、１１月３日に放送いたしました「ＢＯＫＵの夢色

キャンバス」の一部をお聴き頂きます。ご審議、ご意見等宜しくお願い致します。 

 

  （対象番組を試聴） 

 

・委員長  各委員皆様からの意見や感想をお願いします。 

 

・委員  熊野古道を歩いている風景を実況しているのが良かった。 

 

・委員   朝（の番組も）よく聴かせて頂いている。お祭りのトークについて、番組の 

構成も良く声がよく通っていて聞きやすい。ただ神社の由来等、宮司さんが 

良く知っているのでもう少し詳しく伝えて頂きたい。 

 

・委員  小学生の作文コーナーについて、生徒さん自ら、朗読しているのが大変 

  良い。聞く人の心を打つ。 

 

  ・委員   朝の番組は、バラエティに富んでいて楽しくゆったり聴けます。気分を 

  リラックスさせ、癒しだなと思います。 

 

（その他） 

・委員  中学校・高等学校の文化祭をとりあげて放送出来ないか。 

 

・事務局   可能だと思います。局へ持ち帰り検討いたします。 

本日は貴重なお時間を頂きました。今後ともご指導の程をお願い致します。 

 

 以上、平成 19 年 11 月 28 日に開催されました番組審議会内容の一部をご紹介しました。 


